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　本研究は、オフバランス無形資産である特許権とCSR資産がTobin’s q、ROIC、WACCに与える影響を検証し、
さらにCSR活動が特許の企業価値効果に及ぼすモデレータとして機能するかを分析する。ポートフォリオ法とパ
ネル回帰の結果、特許と財務属性の関係は単純な線形モデルでは捉えられず、Tobin’s q水準やセクター異質性
を考慮した分析が必要であることが示された。
［DOI］：https://doi.org/10.69388/saj.64.09.87
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